
 
新型コロナウィルス感染症の拡大防止策として、教育現場ではオンライン授業の導入が進めら

れ、企業でもテレワークの導入など転換が求められてきた。この先の見えない時代の中で、今年

度の高大社連携フューチャーセッションについては、生徒・学生による「実行委員会形式」を採

用し、次代を担っていく高校生・大学生 19 名に、オンライン（Zoom、LINE）という新たなツール

を活用し、未来を見据えた柔軟な発想で自ら思考し、これからの「学ぶ」と「働く」のライフデザ

イン事業として今年度の「高大社連携フューチャーセッション」を組み立ててもらった。本特別

分科会ではこの成果を報告するとともに「実行委員会方式となり何が変わったか」という問いに

ついて実行委員会の学生・生徒とコーディネーター、参加者間で議論を深めた。 

 

 
まず、コーディネーターの杉岡秀紀氏から、パネラーおよびコーディネーターの紹介、高大社

連携フューチャーセッションの概要紹介、アンケート結果の報告、本特別分科会の進行について

説明があった。 

次にパネルディスカションに入り「学生実行委員をやってみて身についた力はどんな力？」「企

画から実行までやってみてぶつかった壁とは？」「またそれをどう乗り越えた？」「自分の中の『学

び』と『働き』についての考え方はどう変化した？」の順で、2020年度高大社連携フューチャー

セッション実行委員４名から発言があり、参加者からの質疑の時間も設けた。 

その後、各々の問いに対して、コーディネーターである鮫島輝美氏からコメントがあった。最

後に杉岡秀紀氏からまとめがあり、閉会した。 

 

 
参加者からは、チャットの機能を活用して「本事業を通して『学び』『働き』の軸で、未来的な

情報や多様性（世代や地域）に触れたことによって感じたことや気付いたこととは？」「『学び』

と『働き』はいわば表のステージで、ライフには『暮らす』があると思う。今後は『働く』『学ぶ』

『暮らす』をつなげることは、このフォーラムでは探求していかないのか？」「高校生と大学生の

協働プロジェクトということで、高校生は大学生と一緒に進めること、大学生は高校生と一緒に

進めることで、感じたことや気付いたことは？」といった質問が寄せられ、それぞれパネラーと
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コーディネーターから回答した。 

以上の質疑なども鑑み、本年度の高大社連携フューチャーセッションについては、以下の３つ

の到達点を確認できた。 

① リアルに会えないもどかしさやコミュニケーションの難しさもあったが、時間や物理的距

離の限界を超え、いつでもどこでもつながれるというオンラインならではのメリットが出

て、学校種・学年・年齢・出身地域を越えた出会いの場、ネットワークを構築することがで

きた。 

②実行委員会内外で「学ぶ」と「働く」についての多様な価値観に触れ、実行委員である学生・

生徒たちの発言が日に日に前向きかつ主体的なものに変わっていった。 

③企画から実行までをほぼ全て学生・生徒たちで行うことで、主体性や企画力、実行力、責任

感、タイムマネジメントなどのソーシャルスキルを身に付けてもらえた。 

 

 
本年度の特別分科会②は、昨年度までと違い、全てオンラインとなった。そもそもフォーラム

のみならず「高大社連携フューチャーセッション」事業全てがオンラインであった。しかし、ピ

ンチはチャンスではないが、この工夫（アレンジ）により、これまでの京都府北部地域と南部地

域という物理的な距離を一瞬で克服することができ、実行委員会として参加してくれた高校生や

大学生がいわば「オール京都」でつながることができた。また、オンラインツールの活用により

頻繁なコミュニケーションも可能となった。また、特別分科会当日についても、本事業に関心を

持つ全国の参加者とコミュニケートすることができた。これは、これまでの５年間にはない新た

な収穫と言えよう。 

それが証拠に、特別分科会当日のアンケート（外部評価）を見ても、71.4％の参加者が「満足」、

28.6％の参加者が「やや満足」ということで、良い評価をいただけた。また、定性的にも「学生の

飾りのない言葉を多く聞くことができた」「興味ある内容で、私自身について今後のキャリアアッ

プにつながるものでした」「生徒・学生の成長のあり方が興味深かった」「高校生、大学生の可能

性、底力を実感した」とのコメントが寄せられている。 

 他方、課題としては、①（オンライン事業全体の課題ではあるが）申し込みいただいた人数の

半数程度の参加者しか集まらなかったこと、②参加者の多くとのやりとりがチャット中心となり、

顔の見えるコミュニケーションが取れなかったこと、③実行委員会の残りの学生・生徒たちの声

を届けられなかったこと、などが挙げられる。これらの点については今後の課題としたい。 

到達点と今後の課題 
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高大連携教育フォーラム 
特別分科会② 

（高大社連携キャリア教育） 

2020年12月6日 
zoom（オンライン）

コーディネーター紹介

パネラー紹介 フューチャーセッション
とは？

杉岡　秀紀（福知山公立大学地域経営学部准教授）・鮫島　輝美（京都光華女子大学健康科学部准教授）

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6
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新たな価値を創造するため、
多様な価値観を持つ人々が集
まり、対等な立場で未来志向
で議論し、交流を深める場

【2020年度概要】

当日だけでなく、企画する側から関わってもらうことで、 
先が見えない世の中を「自分ごと」として考えるきっかけにしたい

スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

スライド 12
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【テーマ】
今年から学生実行員会形式に

募集10人に対し 
19人集まった

【実行委員会】 
鳥羽高校・福知山高校・大江高校・加
悦谷高校・日星高校・同志社高校・京
都学園高校・京都橘高校、京都工芸繊
維大学・京都女子大学・同志社大学・

福知山公立大学・立命館大学 
↓ 

北部から南部まで８高校５大学

【チラシ（学生制作）】 【ゲスト（学生による人選）】

スライド 13

スライド 15

スライド 17

スライド 14

スライド 16

スライド 18
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【組織（昨年度まで）】

コーディネーター（２人）

事務局

教員と事務局で全て「企画・実行」

【組織（今年度）】
実行委員長（２人）

副実行委員長（２人）

広報部 
（部長・副部

長ほか）

企画部 
（部長・副部

長ほか）

コーディネーター（２人）

事務局

助言・伴走

学生実行委委員会が「企画・実行」を担
い、教員・事務局は「助言・伴走」へ

【当日参加校】 
鳥羽高校・大江高校・加悦谷高校・日星
高校・同志社高校・京都学園高校・京都
橘高校、京都工芸繊維大学・京都光華女
子大学・京都女子大学・同志社大学・ 

福知山公立大学・立命館大学・BBT大学 
↓ 

７高校７大学、37名が参加

アンケート結果

スライド 19

スライド 21

スライド 23

スライド 20

スライド 22

スライド 24
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スライド 25

スライド 27

スライド 29

スライド 26

スライド 28

スライド 30
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【コーディネーター気づき】 
①リアルに会えないもどかしさやコミュニケーションの
難しさもあったが、時間や物理的距離の限界を超え、い
つでもどこでも繋がれるというオンラインならではのメ
リットが出て、学校種・学年・年齢・出身地域を超えた
出会いの場、ネットワークを構築することができた。 
②実行委員会内外で「学ぶ」と「働く」についての多様
な価値観に触れ、実行委員である学生生徒たちの発言が 
日に日に前向きかつ主体的なものに変わっていった。 
③企画から実行までをほぼ全て学生・生徒たちで行うこ
とで、主体性や企画力、実行力、責任感、タイムマネジ
メントなどのソーシャルスキルを身につけてもらえた。

パネルディスカッション
Q１.学生実行委員をやってみ
て身についた力はどんな力？

スライド 31

スライド 33

スライド 35

スライド 32

スライド 34

スライド 36
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（実行委員長/日星高等学校1年） 
・人の上に立つ難しさ、タイムマネ
ジメントと学業とのバランスの難し
さ。 
・物事の視点が変わった。

（副実行委員長/福知山公立大学2年） 
・人を信頼する力。 
・オンラインのみのコミュニケーショ
ン。

（広報部長/京都工芸繊維大学2年） 
・オンラインでプロジェクトを進める
力。 
・予定通りでいかない現実と調整のむ
ずかしさ。

（企画副部長/加悦谷高等学校3年） 
・どんな環境でも話す（せる）力。や
はり関係性構築が大事だった。 
・コミュニケーションの結果、自信が
ついた。関係性もできた。

（鮫島先生コメント） 
・高校生、大学生ならではの感想、地域
性ならではの感想だった。 
・オンラインならではの良さもあった
が、雑談の重要性などリアルの良さも取
り入れられた。 
・良い雰囲気がオンラインでも作れたの
では。

Q２.企画から実行までやって
みてぶつかった壁とは？ 

またそれをどう乗り越えた？

スライド 37

スライド 39

スライド 41

スライド 38

スライド 40

スライド 42
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（企画副部長/加悦谷高等学校3年） 
・人数が少なかったのと、スケジュール
が合わず、困った。 
・初対面で仲良くなるのに時間がかかっ
た。 

↓ 
オープンチャットや雑談を活用した。

（実行委員長/日星高等学校1年） 
・関係性構築が難しかった。 
・メンバー間で仲間割れ。 

↓ 
プラスアルファの自己紹介 

今後の課題や解決策について 
話し合った。

（広報部長/京都工芸繊維大学2年） 
せっかく作り、みなで決めたロゴが使え
なかった。 

↓ 
チラシやバーチャル背景に 

生かした。

（副実行委員長/福知山公立大学2年） 
・記者会見をしたが、記事にならなかっ
た。 
・大学生と高校生の時間が合わなかっ
た。 

↓ 
個人とのやりとりを大切にした。

（参加者より） 
「競い合うのではなく、1つのアイディアをも
とに作り上げていくこと」は大切なことです
ね。ビジネスの世界でもリーダーシップとと
もにフォロアーシップの大切さが言われてい
ます。以下お時間があるときに見ておいてく

ださい。https://www.youtube.com/
watch?v=IdULdrNAlNs&t=90s 

（参加者より） 
武岡さんが言ってくれた「本題と違うこ
とも話す大切さ」非常に共感しました。
ビジネスでも仕事が行き詰った際に、雑
談することで、今まで気づかなかったア

イディアが出ることがあります。

スライド 43
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（鮫島先生コメント） 
・失敗しても良いと言った。 
・個と集団共に「あれ？」を大事にして
くれたと思う。 
・トライ＆リカバリー（≠エラー）が
しっかりできていた。 
・バーチャル背景による一体感もオンラ
インならであった。

Q３.自分の中の「学び」と「働き」
についての考え方はどう変化した？

（参加者） 
Q.このあと触れていただけるかもしれ
ませんが、本事業を通して「学び」「働

き」の軸で、未来的な情報や多様性
（世代や地域）に触れたことによって
感じたことや気づいたことを伺えると

嬉しいです。 

（副実行委員長/福知山公立大学2年） 
・大人の人と喋る機会がある。 
・「学び」と「働き」は繋がっている
と思う。 
・もっと吸収（インプット）したい。 
・起業家からも色々な気づきがあっ
た。

（実行委員長/日星高等学校1年） 
・オンラインならではの学びと働
きを知れた。 
・人間性、気配り、思いやり。

（広報部長/京都工芸繊維大学2年）・
Society5.0はコロナ前から進んでい

た。コロナの「お陰」で進んだだけ。 
・やりたいことをやるだけ。 
・自分で動いていないだけということ
を痛感した。

スライド 49

スライド 51
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スライド 54
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（企画副部長/加悦谷高等学校3年） 
・これまで学びと働きは別々だった。 
・これからは個人がやりたいことが尊
重される時代になると思う。 
・学びたくとも学べない人もいる中
で、オンラインの強みを実感できた。

（鮫島先生コメント） 
・一人一人が見つけはじめている。 
・無駄はない。 
・キャリアは偶然から。

（参加者） 
「学び」と「働き」はいわば表のステー
ジでライフには「暮らす」があると思
います。今後は「働く」「学ぶ」「暮
らす」をつなげることはこのフォーラ
ムでは探求していかないのでしょう
か。

（参加者） 
・「どこに」暮らすかだけでなく、「誰
と」暮らすかも大切かと思います。
「暮らす」も住むだけでなく、「つな
がる」＝交流人口も大事かなと思いま
す。

Q4.今後どこで暮らしたい？

（企画副部長/加悦谷高等学校3年） 
・都会生まれ。 
・田舎暮らし。 

↓ 
二個目の家も大事にしたい。
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（実行委員長/日星高等学校1年） 
・都会に出たい。 
・大学でまちから出る。 
・将来、海外には出たい。

（副実行委員長/福知山公立大学2年） 
・京丹後に戻る。 
・自分で自由にしたい。 
・高校生の頃から魅力的な大人とつな
がってきた。 
・失敗しても大事な環境が大事。

（広報部長/京都工芸繊維大学2年） 
・「せとうち芸術祭」がある香川出身。 
・だから、美術が強い大学に入った。 
・将来は地元に帰りたい。

（鮫島先生コメント） 
・両親は企業戦士だった。 
・自分には「田舎」がない。 
・京都の「土着愛」に驚いた。 
・「過疎」ではなく「適疎」。 
・ローカルに生きるけど、ローカルに
しばられない。

（参加者） 
Q.高大連携教育という視点で伺いたい
のですが、高校生と大学生の協働プロ
ジェクトということで、高校生は大学
生と一緒にすすめること大学生は高校
生と一緒に進めることで、感じたこと
や気づいたことを教えていただけると
嬉しいです。　

（広報部長/京都工芸繊維大学2年） 
・高校生の方がやや壁を感じていたと

感じた。

スライド 61

スライド 63

スライド 65

スライド 62

スライド 64

スライド 66

139

特
別
分
科
会
②

第
２
部



（副実行委員長/福知山公立大学2年） 
・高校生は忙しい（学校に縛られた忙
しさ）。 
・疑問を疑問と感じることが大事。

（実行委員長/日星高等学校1年） 
・最初は大学生と高校生間で文章や語
彙力やレベルが違うと驚いた。 
・こんな大学生になりたい。

（企画副部長/加悦谷高等学校3年） 
・大学生と能力の差を感じた。 
・こんな大学生になりたいと思えるよ
うになった。

まとめ

2020

（出所）上田紀行編『新・大学で何を学ぶか？』岩波新書、2020
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（出所）梶谷真司『考えるとはどういうことか 0歳から100歳までの哲学入門』 (幻冬舎新書)、2018

高大連携 
↓ 

高大連「繋」
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